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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使用不可能な記録ヘッドが発生した場合であっ
ても、オーバーラップ領域におけるスジ等の発生を抑制
する。
【解決手段】インクを吐出するノズルの配置方向とノズ
ルの配置方向と交差する方向に複数の記録ヘッドが配さ
れ、ノズルの配置方向に隣り合う記録ヘッド同士がオー
バーラップしている記録機構と、記録に使用される複数
の記録ヘッドの中に異常が発生している記録ヘッドがあ
るかを判定する判定手段５１と、異常が発生している記
録ヘッドがある場合に、異常があると判定された記録ヘ
ッドを記録媒体の搬送方向に関して別の記録ヘッドに変
更する変更手段５２と、変更前の複数の記録ヘッド間の
記録媒体の搬送方向に関する位置関係と、変更後の複数
の記録ヘッド間の前記記録媒体の搬送方向に関する位置
関係とに基づいて、対応する記録データの画素値を調整
する記録データ処理手段５５とを具備する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクを吐出するノズルの配置方向に複数の記録ヘッドが配されるとともに、該複数の
記録ヘッドに配置された複数のノズルにより記録媒体に記録を行なう記録装置であって、
　前記ノズルの配置方向に隣り合う記録ヘッド同士が一定のノズル数分、オーバーラップ
して配されるとともに、該ノズルの配置方向に配された複数の記録ヘッドに並行して該ノ
ズルの配置方向と交差する方向に複数の記録ヘッドが配される記録機構と、
　前記ノズルの配置方向と交差する記録媒体の搬送方向に所定の搬送速度で前記記録媒体
を搬送させる搬送機構と、
　前記オーバーラップしたノズルを用いた前記複数の記録ヘッドによる記録に際して、当
該記録に使用される複数の記録ヘッドの中に異常が発生している記録ヘッドがあるか否か
を判定する判定手段と、
　前記異常が発生している記録ヘッドがある場合に、当該異常があると判定された記録ヘ
ッドを、前記記録媒体の搬送方向に関して別の記録ヘッドに変更する変更手段と、
　前記変更前の複数の記録ヘッド間の前記記録媒体の搬送方向に関する位置関係と、前記
変更後の複数の記録ヘッド間の前記記録媒体の搬送方向に関する位置関係とに基づいて、
対応する記録データの画素値を調整する記録データ処理手段と
　を具備することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記記録データ処理手段は、
　前記変更前の複数の記録ヘッド間の前記記録媒体の搬送方向に関する距離と、前記変更
後の複数の記録ヘッド間の前記記録媒体の搬送方向に関する距離とに基づいて、対応する
記録データの画素値を調整する
　ことを特徴とする請求項１記載の記録装置。
【請求項３】
　前記記録媒体の搬送方向に異なる位置に配された複数の記録ヘッドにより同一の領域の
記録を行なう場合に、該複数の記録ヘッドによる画像の記録時間間隔に起因して生じる濃
度の変化と、該記録時間間隔との関係を規定するテーブルを保持する保持手段
　を更に具備し、
　前記記録データ処理手段は、
　前記変更前の複数の記録ヘッド間の前記記録媒体の搬送方向に関する距離と、前記変更
後の複数の記録ヘッド間の前記記録媒体の搬送方向に関する距離と、前記搬送機構による
前記記録媒体の搬送速度とに基づいて前記変更前及び前記変更後の複数の記録ヘッドによ
る画像の記録時間間隔をそれぞれ設定し、当該記録時間間隔に基づいて前記テーブルを参
照して前記対応する記録データの画素値を調整する
　ことを特徴とする請求項２記載の記録装置。
【請求項４】
　前記記録データ処理手段は、
　前記記録時間間隔が長くなるほど、前記対応する記録データの画素値を下げるように調
整を行なう
　ことを特徴とする請求項３記載の記録装置。
【請求項５】
　インクを吐出するノズルの配置方向に複数の記録ヘッドが配されるとともに、該複数の
記録ヘッドに配置された複数のノズルにより記録媒体に記録を行なうように構成されると
ともに、前記ノズルの配置方向に隣り合う記録ヘッド同士が一定のノズル数分、オーバー
ラップして配されるとともに、該ノズルの配置方向に配された複数の記録ヘッドに並行し
て該ノズルの配置方向と交差する方向に複数の記録ヘッドが配される記録機構と、前記ノ
ズルの配置方向と交差する記録媒体の搬送方向に所定の搬送速度で前記記録媒体を搬送さ
せる搬送機構とを具備する記録装置の処理方法であって、
　判定手段が、前記オーバーラップしたノズルを用いた前記複数の記録ヘッドによる記録
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に際して、当該記録に使用される複数の記録ヘッドの中に異常が発生している記録ヘッド
があるか否かを判定する工程と、
　変更手段が、前記異常が発生している記録ヘッドがある場合に、当該異常があると判定
された記録ヘッドを、前記記録媒体の搬送方向に関して別の記録ヘッドに変更する工程と
、
　記録データ処理手段が、前記変更前の複数の記録ヘッド間の前記記録媒体の搬送方向に
関する位置関係と、前記変更後の複数の記録ヘッド間の前記記録媒体の搬送方向に関する
位置関係とに基づいて、対応する記録データの画素値を調整する工程と
　を含むことを特徴とする処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録装置及びその処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方式を採用した記録装置が知られている。その中でも特に、記録媒
体の幅に相当する記録幅を持つ記録ヘッドを、記録媒体に対して１回相対移動させること
により記録媒体のほぼ全面に画像を記録するフルラインタイプの記録装置が知られている
。
【０００３】
　このような記録装置では、記録媒体の幅全面を覆うように複数の記録ヘッドがつなぎ合
わされて構成されており、この記録ヘッドのつなぎにおいてスジやムラが生じる恐れがあ
る。
【０００４】
　そのため、フルラインタイプの記録装置では、記録ヘッドのつなぎにおいて生じるスジ
やムラを改善するため、ノズルをオーバーラップさせている。より具体的には、図９（ａ
）に示すように、隣り合う記録ヘッド同士を一定のノズル数分、オーバーラップするよう
に配し、当該オーバーラップ領域（重複する領域）の画素を複数の記録ヘッドで打ち分け
る。これにより、このようなつなぎにおいて生じるスジやムラを軽減している。
【０００５】
　ここで、ノズルの重複がない非オーバーラップ領域の画像は、１つの記録ヘッドで形成
されるのに対し、ノズルを重複させたオーバーラップ領域の画像は、複数の記録ヘッドで
分担して形成される。このとき、デジタル的な出力及びインクの吐出体積が等しい場合で
あっても、オーバーラップ領域の画像濃度が、非オーバーラップ領域の画像濃度よりも上
昇するという現象がみられる。
【０００６】
　このメカニズムについて説明すると、ある単位領域のドット群を複数のヘッドが分担し
て形成した場合は、分担せずに形成した場合に比べ、記録媒体（例えば、用紙）の裏抜け
濃度が低くなる。これは、記録媒体上に最初に付着したインクが乾燥してしまうことによ
りインク成分が記録媒体上に留まり易くなるためである。その結果として、オーバーラッ
プ領域の画像の濃度が上昇してしまう。
【０００７】
　そこで、特許文献１には、オーバーラップ領域に対し、特定の制御を行なうことでオー
バーラップ領域と非オーバーラップ領域間との間の濃度差を抑制する技術が提案されてい
る。具体的には、複数の記録ヘッドのノズルで画像を形成するオーバーラップ領域におい
ては、入力階調に応じて単位面積あたりのインク付着量及びドット分配パターンのいずれ
かを制御する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
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【特許文献１】特開２０１０－１９４７３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　フルラインタイプの記録装置では、上述した通り、記録幅で記録を行なえるように、記
録ヘッドが記録幅方向（記録媒体の搬送方向に交差する方向）に複数配置されている。ま
た更に、図９（ｂ）に示すように、記録媒体の搬送方向に対しても、複数の記録ヘッドが
配置されている場合もある。なお、記録媒体の搬送方向に複数の記録ヘッドを並べる理由
としては、画像濃度の向上の他、記録ヘッド（ノズル）の不吐補完や記録ヘッドの故障に
対する対策を講じるためである。
【００１０】
　ここで、画像濃度を向上させられるのは、複数の記録ヘッドで分担して画像を形成する
ためである。つまり、最初の記録ヘッドで画像形成後、インク乾燥時間の猶予によりイン
ク成分が媒体上に留まり易くなり、その状態で次の記録ヘッドで画像形成するため、イン
クが裏抜けし難くなり画像濃度が向上する。
【００１１】
　また、記録ヘッドの不吐補完等が行なえるのは、例えば、ある記録ヘッドの任意のノズ
ルからインクが吐出できない状態であっても、これを別の記録ヘッドで補完できるためで
ある。不吐になったノズルは、インクを吐出できないため、そのラインにおいて画像欠損
が発生してしまう。それを記録媒体の搬送方向に設けられた別の記録ヘッドからインクを
吐出することで補完でき、画像欠損を防ぐことができる。
【００１２】
　ここで、図９（ｂ）に示す構成では、オーバーラップ領域は、４個の記録ヘッドで記録
されることになる。４個の記録ヘッドのうち、いずれか１つの記録ヘッドが故障や不吐で
使用できなくなった場合、本来その記録ヘッドで記録すべき記録画素（ドット）を別の記
録ヘッドで記録する。
【００１３】
　この具体的について説明すると、例えば、図１０（ａ）に示すように、２５６階調で表
現された縦６００ｄｐｉ及び横６００ｄｐｉの画素に対し２値化を行なう場合には、図１
０（ｂ）に示すように、２値化の前段階として５値化を行なう。５値化とは、２５６階調
値に応じて０～４の５段階で表現された値を割り当てることを指す。
【００１４】
　５値化が済むと、図１０（ｃ）に示すように、５値に変換された各画素を縦１２００ｄ
ｐｉ及び横１２００ｄｐｉの４画素に分解し、５段階の画素値に応じて２×２マトリクス
の画素に振り分けて２値化を行なう。続いて、２値化された縦１２００ｄｐｉ及び横１２
００ｄｐｉの各画素に対して、いずれの記録ヘッドで記録を行なうのかを決定する。図１
０（ｄ）は、その振り分け例を示しており、各記録画素に対して吐出する記録ヘッドの番
号（ヘッド番号）を記載している。
【００１５】
　記録画素への記録に際して、例えば、ヘッド番号３が不吐出やヘッド破損等の要因で使
用できなくなった場合、記録ヘッド３以外の記録ヘッドで記録する必要がある。図１０（
ｅ）及び図１０（ｆ）では、使用不可になった記録ヘッド３により本来記録されるべき画
素（黒色に塗りつぶした画素）を、記録ヘッド３の代わりに記録ヘッド１で記録を行なう
ように変更した場合を示している。図１０（ｆ）の点線で囲った縦６００ｄｐｉ及び横６
００ｄｐｉの画素に注目すると、本来、記録ヘッド３及び記録ヘッド４で記録を行なう画
素が、記録ヘッド１及び記録ヘッド４で記録を行なうように変更されている。
【００１６】
　ところで、図９（ｂ）を参照すると、記録ヘッド３及び記録ヘッド４の間の距離Ｘ１と
、記録ヘッド１及び記録ヘッド４の間の距離Ｘ２とが異なっている。つまり、記録ヘッド
１を使用する場合には、記録ヘッド３を使用する場合よりも、記録間隔が長くなってしま
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う。
【００１７】
　その結果、図１０（ｅ）及び図１０（ｆ）に示すように、記録ヘッド１及び記録ヘッド
４で記録を行なう場合、記録ヘッド３及び記録ヘッド４で記録を行なう場合よりも、画像
濃度が高くなってしまう。このように使用不可になった記録ヘッドの代わりに別の記録ヘ
ッドを単純に使用して記録を行なうと、オーバーラップ領域の画像濃度が変化し、スジや
ムラが発生してしまう恐れがある。
【００１８】
　そこで、本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、使用不可能な記録ヘッドが
発生した場合であっても、オーバーラップ領域における画像の濃度変動を抑え、スジ等の
発生を抑制できるようにした技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記課題を解決するため、本発明の一態様は、インクを吐出するノズルの配置方向に複
数の記録ヘッドが配されるとともに、該複数の記録ヘッドに配置された複数のノズルによ
り記録を行なう記録装置であって、前記ノズルの配置方向に隣り合う記録ヘッド同士が一
定のノズル数分、オーバーラップして配されるとともに、該ノズルの配置方向に配された
複数の記録ヘッドに並行して該ノズルの配置方向と交差する方向に複数の記録ヘッドが配
される記録機構と、前記ノズルの配置方向と交差する記録媒体の搬送方向に所定の搬送速
度で前記記録媒体を搬送させる搬送機構と、前記オーバーラップしたノズルを用いた前記
複数の記録ヘッドによる記録に際して、当該記録に使用される複数の記録ヘッドの中に異
常が発生している記録ヘッドがあるか否かを判定する判定手段と、前記異常が発生してい
る記録ヘッドがある場合に、当該異常があると判定された記録ヘッドを、前記記録媒体の
搬送方向に関して別の記録ヘッドに変更する変更手段と、前記変更前の複数の記録ヘッド
間の前記記録媒体の搬送方向に関する位置関係と、前記変更後の複数の記録ヘッド間の前
記記録媒体の搬送方向に関する位置関係とに基づいて、対応する記録データの画素値を調
整する記録データ処理手段とを具備する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、使用不可能な記録ヘッドが発生した場合であっても、オーバーラップ
領域における画像の濃度変動を抑えられるため、スジ等の発生を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施の形態に係わる記録装置の概要構成の一例を示す図。
【図２】図１に示すプリントエンジン１２～１５の配置構成の一例を示す図。
【図３】図１に示す記録装置３０の制御系の構成の一例を示す図。
【図４】図１に示す記録装置３０の機能的な構成の一例を示す図。
【図５】図１に示す記録装置３０の動作の一例を示すフローチャート。
【図６】図５のＳ１０５に示す使用ヘッド選定処理の一例を示すフローチャート。
【図７】本実施形態の記録制御の具体例の一例を示す図。
【図８】記録時間間隔と記録濃度との関係を規定したテーブルの一例を示す図。
【図９】従来技術の一例を示す図。
【図１０】従来技術の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。以下の説明に
おいては、インクジェット記録方式を用いた記録装置を例に挙げて説明する。記録装置は
、例えば、記録機能のみを有するシングルファンクションプリンタであってもよいし、ま
た、例えば、記録機能、ＦＡＸ機能、スキャナ機能等の複数の機能を有するマルチファン
クションプリンタであってもよい。また、例えば、カラーフィルタ、電子デバイス、光学
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デバイス、微小構造物等を所定の記録方式で製造するための製造装置であっても良い。
【００２３】
　なお、以下の説明において、「記録」とは、文字、図形等有意の情報を形成する場合の
みならず、有意無意を問わない。更に人間が視覚で知覚し得るように顕在化したものであ
るか否かも問わず、広く記録媒体上に画像、模様、パターン、構造物等を形成する、又は
媒体の加工を行なう場合も表す。
【００２４】
　また、「記録媒体」とは、一般的な記録装置で用いられる紙のみならず、布、プラスチ
ック・フィルム、金属板、ガラス、セラミックス、樹脂、木材、皮革等、インクを受容可
能なものも表す。
【００２５】
　更に、「インク」とは、上記「記録」の定義と同様広く解釈されるべきものである。従
って、記録媒体上に付与されることによって、画像、模様、パターン等の形成又は記録媒
体の加工、或いはインクの処理（例えば、記録媒体に付与されるインク中の色剤の凝固ま
たは不溶化）に供され得る液体を表す。また、「ノズル」とは、特に断らない限り吐出口
、これに連通する液路及びインク吐出に利用されるエネルギーを発生する素子を総括して
言う。
【００２６】
　図１は、本発明の一実施の形態に係わる記録装置の概要構成の一例を示す図である。
【００２７】
　記録装置３０は、複数（この場合、４段）のカセット１～４と、給紙ローラ５と、レジ
ローラ６と、搬送ベルト８と、排紙ローラ１０と、プリントエンジン１２～１５と、検知
センサ２０と、エンコーダ２１と、排紙トレイ２２とを具備して構成される。
【００２８】
　カセット１～４それぞれは、記録媒体を格納する役割を果たす。給紙ローラ５は、各カ
セット１～４から記録媒体を給紙する役割を果たす。レジローラ６は、給紙した記録媒体
に対して記録を開始する前に記録媒体の先端を揃える役割を果たす。排紙ローラ１０は、
記録された記録媒体を排紙する役割を果たす。また、排紙トレイ２２は、記録後の記録媒
体を格納する役割を果たす。
【００２９】
　縦搬送路７は、給紙した記録媒体をレジローラ６まで搬送するための記録媒体の搬送路
であり、反転パス９は、記録後に記録面が下になるように記録媒体の裏表を反転するさせ
るための記録媒体の搬送路である。両面パス１１は、両面記録時に、片面の記録後、当該
記録面を裏返しにするため、記録媒体を反転させ、再度、レジローラ６に記録媒体を搬送
させるための記録媒体の搬送路である。
【００３０】
　プリントエンジン１２～１５には、複数（この場合、４本）の記録ヘッドが搭載される
。また、インクタンク１６～１９は、記録ヘッドに対してそれぞれインクを供給する。イ
ンクタンク１６～１９としては、黒インクタンク１６、シアンインクタンク１７、マゼン
タインクタンク１８、イエローインクタンク１９が設けられる。
【００３１】
　検知センサ２０及びエンコーダ２１は、レジローラ６から記録媒体が排出されてからプ
リントエンジン手前の搬送路で記録媒体を検知し、記録タイミングを調整する。
【００３２】
　ここで、記録装置３０の上部から参照すると、プリントエンジン１２～１５は、図２に
示すように、２つのプリントエンジン（符号１２及び符号１３、又は符号１４及び符号１
５）で必要な記録幅の記録を行なうように構成されている。つまり、２つのプリントエン
ジンが記録媒体の搬送方向（ノズルの配置方向と交差する方向）に２つ並んでおり、計４
つのプリントエンジンで記録動作を行なう。各プリントエンジン１２～１５は、黒、シア
ン、マゼンタ、イエローの４つのヘッドで構成され計１６個の記録ヘッド１０１～１１６
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で記録動作を行なう。
【００３３】
　記録装置３０の記録機構について更に説明すると、各記録ヘッド１０１～１１６は、ノ
ズル配置方向（複数のノズルが配置される方向）に隣り合う記録ヘッド同士が一定のノズ
ル数分、オーバーラップするように配されている。ここで、記録装置３０は、このオーバ
ーラップが生じる関係にある複数の記録ヘッドを組（記録ヘッド１０１～１０８を１つの
組、記録ヘッド１０９～１１６を１つの組）として、記録媒体の幅全体に渡って記録可能
に構成されている。
【００３４】
　また、記録ヘッドは、ノズルの配置方向に複数配されるとともに、それに並行して複数
の記録ヘッドが配されている。例えば、記録ヘッド１０１～１０４に並行して記録ヘッド
１０９～１１２が配されるとともに、記録ヘッド１０５～１０８に並行して記録ヘッド１
１３～１１６が配されている。
【００３５】
　ここで、図１に示す記録装置３０において記録動作を行なう際の流れについて簡単に説
明する。
【００３６】
　記録装置３０は、ホスト装置（不図示）からジョブを受信すると、カセット１～４のい
ずれかに格納された記録媒体（この場合、用紙）を給紙する。給紙するカセットの選択方
法としては、ジョブで指定された用紙サイズ及び用紙種類に合致する用紙が入っているカ
セットを選択すれば良い。
【００３７】
　このようにして選択されたカセットから給紙された用紙は、縦搬送路７を通ってレジロ
ーラ６まで搬送される。すると、記録装置３０は、レジローラ６において、当該用紙の先
端部を突き当てて用紙の先端を揃える。レジローラ６から排出された用紙は、搬送ベルト
８によって記録位置まで搬送される。用紙の各記録画素位置が各プリントエンジン１２～
１５に搭載されている各記録ヘッド１０１～１１６に到達したタイミングで記録動作が開
始される。その際、記録装置３０は、検知センサ２０で用紙先端を検知した後、記録位置
までの距離を搬送ベルト８に接しているエンコーダ２１から出力されるエンコーダパルス
をカウントして記録タイミングの調整を行なう。
【００３８】
　各プリントエンジン内の記録ヘッドで記録動作を行なった後、記録された用紙は、反転
パス９にて用紙の表裏を逆にして排紙ローラ１０で排紙トレイ２２に排出される。用紙の
表裏を逆にして排紙するのは、図１に示す記録装置の構成では、用紙の上面側に記録が行
なわれるため、複数ページの記録を行なう際、記録面が下側で排紙しないとユーザが出力
物を取った後にページが逆順になってしまうためである。
【００３９】
　また、両面記録を行なう場合は、反転パス９に用紙を引き込んだ後、排紙方向でなく両
面パス１１に用紙を搬送する。そして、裏面を記録するために、そのままレジローラ６に
用紙を搬送する。以降は、表面記録時と同様の方法で裏面の記録を行なう。なお、両面記
録の場合には、排紙時に既に表面が下側になっているので反転パス９に送らずに排紙トレ
イ２２にそのまま排紙する。
【００４０】
　次に、図３を用いて、図１に示す記録装置３０の制御系の構成の一例について説明する
。
【００４１】
　まず、記録装置３０の構成の説明に先立って、ホスト装置４０について説明する。ホス
ト装置４０は、記録装置３０に対して画像データを供給する供給源として機能し、記録処
理に係わる画像等のデータ作成や処理等を行なうコンピュータで実現される。なお、ホス
ト装置４０は、画像取り込み用のリーダ部、又はデジタルカメラ等として実現されても良
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い。
【００４２】
　続いて、記録装置３０の構成について説明する。記録装置３０には、ホストＩ／Ｆ２０
１と、ＣＰＵ２０２と、ＲＯＭ２０３と、ＲＡＭ２０４と、ＮＶＲＡＭ２０５と、操作パ
ネル２０６と、ＡＳＩＣ２０７と、Ｉ／Ｏ２０８と、エンコーダ２１と、検知センサ２０
とが具備される。また、記録装置３０には、記録ヘッド制御部２１１、複数の記録ヘッド
１０１～１１６、搬送制御部２１３も設けられる。
【００４３】
　ホストＩ／Ｆ（Interface）２０１は、ホスト装置４０と記録装置３０とを繋ぐ通信イ
ンターフェースであり、記録装置３０は、このＩ／Ｆ２０１を介してホスト装置４０との
間でデータの送受信を行なう。
【００４４】
　ＣＰＵ（Central Processing Unit）２０２は、記録装置３０における各部の動作を統
括制御する。ＲＯＭ（Read Only Memory）２０３は、ＣＰＵ２０２により実行されるプロ
グラムを記憶する。なお、ＲＯＭ２０３は、書き込み可能に構成されていても良い。
【００４５】
　ＲＡＭ（Random Access Memory）２０４は、各種データが一時的に格納される。例えば
、ＣＰＵ２０２により各種処理が実施される際には、ワーク領域として利用される。ＮＶ
ＲＡＭ２０５は、例えば、ＥＥＰＲＯＭ等で実現され、電源オフ時にもその記憶内容を保
持する。
【００４６】
　操作パネル２０６は、ユーザインターフェースとして機能し、例えば、電源投入や、ホ
スト装置４０とのオンライン／オフラインの設定等、ユーザが所要の操作を行なうための
スイッチや、装置状態をユーザに提示するための表示器とを具備して構成される。
【００４７】
　ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）２０７は、画像処理等を制御
する。Ｉ／Ｏ２０８は、各種センサ（例えば、エンコーダ２１、検知センサ２０）からの
検出信号を入力する。
【００４８】
　記録ヘッド制御部２１１は、ＲＡＭ２０４に展開された記録データを読み出して複数の
記録ヘッド１０１～１１６に転送するなど記録ヘッドの記録動作の制御を行なう。搬送制
御部２１３は、例えば、カセット１～４、搬送ベルト８、両面ユニットなどの搬送機構を
用いて記録媒体の搬送制御を行なう。例えば、記録媒体をカセット１～４から給紙して記
録ヘッド１０１～１１６の記録位置まで搬送制御する。また、記録後は排紙処理を制御す
る。
【００４９】
　ここで、図４を用いて、図１に示す記録装置３０の機能的な構成の一例について説明す
る。なお、図４に示す機能的な構成は、例えば、ＣＰＵ２０２が、ＲＯＭ２０３等に格納
されたプログラムを読み出し実行することで実現される。なお、図４に示す機能的な構成
の一部又は全てが、ＡＳＩＣ２０７等によって実現されても良い。
【００５０】
　記録装置３０のＣＰＵ２０２等においては、その機能的な構成として、異常判定部５１
と、記録ヘッド変更部５２と、記録制御部５３とが実現される。
【００５１】
　異常判定部５１は、オーバーラップ領域のノズルを用いた複数の記録ヘッドによる記録
に際して、当該記録に使用される複数の記録ヘッドの中に異常（故障、不吐出等）が発生
している記録ヘッドがあるか否かを判定する。
【００５２】
　記録ヘッド変更部５２は、異常が発生している記録ヘッドがある場合に、当該異常があ
ると判定された記録ヘッドの代わりに別の記録ヘッドを選択する。オーバーラップ領域の
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ノズルを用いた複数の記録ヘッドによる記録は、この変更後に選択された複数の記録ヘッ
ドを用いて行なわれる。
【００５３】
　記録制御部５３は、記録装置３０における記録動作を統括制御する機能を有し、間隔時
間算出部５４と、記録データ処理部５５とを具備して構成される。間隔時間算出部５４は
、ある画素を複数の記録ヘッドを用いて記録する際に、複数の記録ヘッドによる画像の記
録時間間隔を算出する。記録データ処理部５５は、当該算出された時間間隔（記録時間間
隔）に基づいて、記録データを処理する。
【００５４】
　次に、図５を用いて、上述した記録装置３０の動作の一例について説明する。
【００５５】
　ホスト装置４０からジョブが送られてくると、記録装置３０は、ホストＩ／Ｆ２０１を
介してジョブデータの受信処理を開始し（Ｓ１０１でＹＥＳ）、ＲＡＭ２０４に割り当て
られたジョブバッファに当該データを格納する。この受信したジョブデータは、画像の上
側から順にラスタ形式で記述されており、１つの画素に対して各インク色０～２５５まで
の階調で表現された解像度６００ｄｐｉの多値データで構成されている。
【００５６】
　続いて、記録装置３０は、ＣＰＵ２０２において、ジョブバッファに格納されたジョブ
データを、上側から順番に１ラスタずつ解析する（Ｓ１０２）。そして、対象画素の初期
値として左端の画素を設定する（Ｓ１０３）。左端の画素は、解析する１ラスタの画像デ
ータの先頭に該当する。
【００５７】
　次に、記録装置３０は、ＣＰＵ２０２において、対象画素がオーバーラップ領域に含ま
れるか否かをチェックする（Ｓ１０４）。この結果、対象画素がオーバーラップ領域に含
まれるのであれば（Ｓ１０４でＹＥＳ）、記録装置３０は、ＣＰＵ２０２（記録ヘッド変
更部５２）において、対象画素の記録に使用する記録ヘッドの選定処理を行なう（Ｓ１０
５）。この選定処理の詳細については後述するが、簡単に説明すると、各画素の記録にど
の記録ヘッドを用いるかの選定処理が行なわれる。
【００５８】
　記録ヘッドの選定処理の結果、使用ヘッドが変更された場合（Ｓ１０６でＹＥＳ）、対
象画素に対する濃度補正が必要になる。そのため、記録装置３０は、ＣＰＵ２０２（間隔
時間算出部５４）において、変更前と変更後とに使用するヘッド間の距離を算出する（Ｓ
１０７）。そして、ＮＶＲＡＭ２０５に予め保持された記録速度（記録媒体の搬送速度）
に基づいて、変更前と変更後との記録時間間隔を算出する（Ｓ１０８）。
【００５９】
　その後、記録装置３０は、ＣＰＵ２０２（記録データ処理部５５）において、変更前後
の記録時間間隔に基づいて、記録時間間隔と記録濃度との関係を規定したテーブル（後述
する図８）を参照する。そして、対象画素に対する濃度補正係数を算出する（Ｓ１０９）
。
【００６０】
　補正係数の算出が済むと、記録装置３０は、ＣＰＵ２０２（記録データ処理部５５）に
おいて、当該算出した補正係数で対象画素の画素値（０～２５５）の補正を行なう（Ｓ１
１０）。この一連の処理は、各色（黒、シアン、マゼンタ、イエロー）に対して行なう。
【００６１】
　補正処理が済んだ後、対象画素を解析したラスタの最終データ、つまり、右端のデータ
でなければ（Ｓ１１１でＮＯ）、対象画素を次の画素データ、つまり、１つ右隣の画素に
移動する（Ｓ１１２）。最終データであれば（Ｓ１１１でＹＥＳ）、対象ラスタのデータ
処理は終了する。
【００６２】
　この処理を最終ラスタまで繰り返し行ない（Ｓ１１３でＹＥＳ）、全てのラスタに対す
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る処理が完了すると（Ｓ１１３でＹＥＳ）、記録装置３０は、ＣＰＵ２０２において、２
値化処理でヘッドの記録データに変換し（Ｓ１１４）、記録処理を行なう（Ｓ１１５）。
そして、この処理を終了する。
【００６３】
　次に、図６を用いて、図５のＳ１０５に示す使用ヘッド選定処理の詳細について説明す
る。
【００６４】
　この処理が開始すると、記録装置３０は、まず、異常判定部５１において、処理の対象
色初期値を設定し（Ｓ２０１）、対象画素の記録に使用する記録ヘッドを確認する（Ｓ２
０２）。
【００６５】
　この確認処理では、まず、使用する記録ヘッドが故障していないか否かを確認するとと
もに（Ｓ２０３）、対象画素の記録に使用するノズルが不吐出でないか否かを確認する（
Ｓ２０４）。
【００６６】
　Ｓ２０３及びＳ２０４の確認の結果、異常（故障や不吐出）があれば（Ｓ２０３及びＳ
２０４のいずれかでＹＥＳ）、記録装置３０は、記録ヘッド変更部５２において、使用す
る記録ヘッドを別の記録ヘッドに切り替えた後（Ｓ２０５）、Ｓ２０６の処理に進む。
【００６７】
　また、Ｓ２０３及びＳ２０４の確認の結果、異常がなく（Ｓ２０３でＮＯの後、Ｓ２０
４でＮＯ）、且つ、全ての使用予定の記録ヘッドについて上述した確認が済んでいなけれ
ば（Ｓ２０６でＮＯ）、記録装置３０は、再度、Ｓ２０２の処理に戻る。全ての使用予定
の記録ヘッドについて上述した確認が済んでいれば（Ｓ２０６でＹＥＳ）、記録装置３０
は、全ての色について確認済みであるか否かを判定する。
【００６８】
　この結果、全ての色（黒、シアン、マゼンタ、イエロー）について確認済みでなければ
（Ｓ２０７でＮＯ）、記録装置３０は、対象色を切り替えた後（Ｓ２０８）、再度、Ｓ２
０２の処理に戻る。全ての色について確認済みであれば（Ｓ２０７でＹＥＳ）、記録装置
３０は、この処理を終了する。
【００６９】
　次に、図７（ａ）～図７（ｄ）を用いて、オーバーラップ領域における２５６階調で表
現された解像度６００ｄｐｉの多値画像を、２階調で表現された解像度１２００ｄｐｉの
２値画像に変換する際の処理の概要について説明する。ここでは、黒色の場合の処理を例
に挙げて説明する。なお、その他の色についても同様の処理を行なえば良い。
【００７０】
　ここで、図７（ａ）に示すような、６００ｄｐｉ多値で表現された画素群（Ａ、Ｂ、Ｃ
、Ｄ）があるとする。例えば、画素Ａの画素値は１５４である。
【００７１】
　これらの画素群は、図７（ｂ）に示すように、１つの画素に対し２つの記録ヘッドで形
成される（図中の数字は、図２の記録ヘッドの番号に対応する）。具体的には、画素Ａは
、記録ヘッド１０９及び１１３を用いて、縦１２００ｄｐｉ、横１２００ｄｐｉの２×２
の画素に対し２ドットずつ分担して記録される。
【００７２】
　ここで、例えば、記録ヘッド１０９が不吐出などのため、記録が行なえない場合、記録
ヘッドの切り替えを行なう。すなわち、図７（ｃ）に示すように、記録ヘッド１０９の替
わりに記録ヘッド１０１を使用するように切り替えを行なう。その場合、図２を参照する
と分かるが、記録に使用する記録ヘッド間の距離（ヘッド間距離）がＸ１からＸ２に変化
する。そのため、記録時間間隔が長くなり、その分、濃度が上昇する。
【００７３】
　ここで、図８は、普通紙における２つの記録ヘッドの記録時間間隔と記録時の濃度との
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関係を規定するテーブルである。
【００７４】
　具体的には、テーブルには、記録媒体の搬送方向に異なる位置に配された複数の記録ヘ
ッドにより同一の領域の記録を行なう場合に、当該複数の記録ヘッドによる画像の記録時
間間隔に起因して生じる濃度の変化と記録時間間隔との関係が保持される。なお、このテ
ーブルは、例えば、ＮＶＲＡＭ２０５に保持されている。
【００７５】
　図８のテーブルを参照すると、記録時間間隔が開くほど、インクの吐出量が同じであっ
ても、濃度が上がっていくことが分かる。なお、記録時間間隔と記録時の濃度との関係は
、用紙の種類によって異なってくるため、ＮＶＲＡＭ２０５には、用紙種毎にテーブルが
保持されている。
【００７６】
　ここで、図２で説明したプリントエンジン内の各ヘッド間の距離を１０ｍｍとし、プリ
ントエンジンを跨った各ヘッド間（ヘッド１０４－ヘッド１０５、ヘッド１０８－ヘッド
１０９、ヘッド１１２－ヘッド１１３）の距離を２０ｍｍとする。この場合、距離Ｘ１は
５０ｍｍとなり、距離Ｘ２は１５０ｍｍとなる。
【００７７】
　また、記録媒体の搬送速度を５００ｍｍ／ｓｅｃとすると、距離Ｘ１の距離を搬送する
のに、１００ｍｍｓｅｃを要し、距離Ｘ２の距離を搬送するのに、３００ｍｍｓｅｃを要
し、これが記録時間間隔となる。なお、記録媒体の搬送速度も、例えば、ＮＶＲＡＭ２０
５に保持されている。
【００７８】
　ここで、画素Ａの記録時には、記録ヘッド１０９の代わりに、記録ヘッド１０１を使用
するので、２つのヘッド間距離が５０ｍｍから１５０ｍｍになり、記録時間間隔も１００
ｍｍｓｅｃから３００ｍｓｅｃに変わる。
【００７９】
　図８を参照すると、記録時間間隔が１００ｍｓｅｃの場合には濃度が１．４であるのに
対して、３００ｍｓｅｃの場合には濃度が１．４７となり、５％上昇する。そこで、画素
Ａの記録時には、濃度を５％落とす必要があるため、記録装置３０は、記録データ処理部
５５において、画素Ａの画素値を１５４から１４６に下げる。これにより、ヘッド間距離
が変化したことに起因した濃度上昇に対処した記録を行なうことができる。
【００８０】
　以上説明したように本実施形態によれば、使用不可能な記録ヘッド（例えば、故障や不
吐出）が発生した場合であっても、オーバーラップ領域における画像の濃度変動を抑制し
、スジ等が発生することを抑制できる。
【００８１】
　すなわち、使用不可能な記録ヘッドがある場合、当該記録ヘッドの代わりに別の記録ヘ
ッドを使用して記録を行なうことになるが、この際、使用不可能な記録ヘッドと別の記録
ヘッドとの間のヘッド間距離に応じて記録データを補正する。その結果、画像の記録を高
精細に行なうことができる。
【００８２】
　以上が本発明の代表的な実施形態の一例であるが、本発明は、上記及び図面に示す実施
形態に限定することなく、その要旨を変更しない範囲内で適宜変形して実施できるもので
ある。
【００８３】
　例えば、上述した実施形態においては、４つのプリントエンジン１２～１５が配された
記録装置を例に挙げて説明したが、これに限られない。すなわち、ノズル配置方向に配さ
れる記録ヘッドの数や、記録媒体の搬送方向に配される記録ヘッドの数は、上記例示に限
られず、どのような数であっても良い。
【００８４】
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　また、例えば、上述した実施形態においては、図５で説明した通り、記録装置３０がＣ
ＰＵ２０２において、Ｓ１０７及びＳ１０８の処理で変更前と変更後とに使用するヘッド
間の距離を算出し、そして、ＮＶＲＡＭ２０５に予め保持された記録速度（記録媒体の搬
送速度）に基づいて、変更前と変更後との記録時間間隔を算出している。そして、記録装
置３０がＣＰＵ２０２において、変更前後の記録時間間隔に基づいて、記録時間間隔と記
録濃度との関係を規定したテーブル（図８）を参照し、対象画素に対する濃度補正係数を
算出している。しかし、これに限られず、変更前と変更後とに使用するヘッド間の位置関
係に基づいて、ＮＶＲＡＭ２０５等に濃度補正係数を設定するためのテーブルを予め記憶
しおき、当該テーブルを参照して対象画素に対する濃度補正係数を設定するようにしても
良い。
【００８５】
　また、例えば、上述した実施形態においては、インクの吐出方式についての説明は特に
行なっていないが、どのような方式を採用しても良い。すなわち、ヒータを用いた方式、
ピエゾ素子を用いた方式、静電素子を用いた方式、ＭＥＭＳ素子を用いた方式など、どの
ようなインクジェット記録方式を採用しても良い。

【図１】 【図２】



(13) JP 2013-169727 A 2013.9.2

【図３】 【図４】
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